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退院直後のリハは要介護度悪化を抑制するか？ 

 

〇発表内容の概要 

【研究所】福祉と生活ケア研究チーム（医療と介護システム研究）は、筑波大学、東京大

学との共同研究で、病院から自宅に退院した要介護状態にある高齢者の医療・介護レセプト

データや要介護認定データを分析し、要介護高齢者が退院直後にリハビリテーション（リハ）

を受けることで要介護度の悪化を抑制することを示しました。この研究成果は、リハビリテ

ーション医学分野におけるトップジャーナルである「Archives of Physical Medicine and 

Rehabilitation」に掲載されています。 

 

〇研究目的 

要介護状態にあっても、その悪化をできるだけ防ぐ方法を検討することは重要です。医療

保険や介護保険で提供されるリハは、心身機能の維持や改善を目的としているため、要介護

度悪化を抑制する方法の一つと考えられます。特に、病院から自宅への退院など療養環境の

変化は要介護状態にある高齢者（要介護高齢者）の心身機能に大きな負担を与えるため、退

院直後のリハの要介護度悪化に対する抑制効果を検証することは意義があります。本研究で

は、要介護度悪化の予防策を検討するため、要介護高齢者を対象に退院直後（退院月から 1

カ月以内）のリハが退院後 1年間の要介護度悪化に与える効果を検証しました。 

 

〇研究の成果の概要 

千葉県柏市における要介護高齢者で自宅に

退院した 2746 名のうち、退院直後に医療保険

または介護保険のリハを利用していた者は

573 名(20.9％)いました。退院直後のリハを

受けた者と、受けていなかった者の特性（性

別や年齢、経済状況、要介護度、疾患など）

を均等にするため、傾向スコアマッチングと

いう手法を用いました。退院直後のリハを受

けた者と受けなかった者で、特性の近い 566

組（合計 1132 名）が選ばれ、分析に用いられ

ました。 



退院後 1 年間で要介護度が悪化した者は、退院直後のリハを受けた群では 12.3 名/千人

月、退院直後のリハがなかった群では 20.0 名/千人月でした。また、退院直後のリハを受け

た群では、そうでない群に比べると、退院後 1年間の要介護度悪化を約 30%抑制していたこ

とがわかりました（ハザード比：0.71, 95%信頼区間：0.53-0.96）。 

 

〇研究の意義 

本研究から、要介護高齢者における退院直後のリハは、要介護度悪化を抑制することが

示されました。要介護高齢者が退院直後にリハを利用できるように、入院時から病院の職

員とケアマネージャーが連携して、ケアプランを検討することの重要性を示すことができ

た点で、本研究は意義があると言えます。 
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